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西日本図書館学会セミナー「西日本（九州・山口・沖縄）の図書館人」：あゆみとこれから 

工藤 邦彦（『図書館学』編集委員） 

1. はじめに 

 1.1 築山信昭氏（元九州龍谷短期大学）の基調講演「50年代の図書館を築いたひとたち」 

 （於：熊本県大津町おおづ図書館）『図書館学』No.82（2003）掲載 

参考資料：築山論文転載 「九州の図書館人・・・その群像」人名簿（発表者一部補遺） 

 1.2 セミナーのあゆみ：ふりかえり 

 ※ 築山氏曰く西図編 2000. 『九州図書館史』刊行の発議と軌を一にしている企画 

回    開催日 「図書館人」・・・その群像 

1 1998年 3月 8日 久保田彦穂（＝椋鳩十） （鹿児島県立図書館長） 

2 2001年 3月 17日 菊池租（福岡県立図書館長）、永末十四生（雄） （田川市立図書館長） 

3 2003年 3月 15日 蒲池正夫（徳島県立図書館長→熊本県立図書館長） 

4 2006年 3月 18日 佐野友三郎（秋田図書館長→山口県立山口図書館 初代館長） 

5 2008年 3月 1日 田村盛一（山口県立山口図書館ほか） 伊藤新一（山口県明木村立図書館長） 

[6] 2019年 8月 3日  伊東平蔵（佐賀図書館 第 2代館長ほか） 

 注）1950～60年代の「図書館人」を考察したのは、第 1～3回に限ったもの 

 

2. セミナーのこれから： 「文化人館長」（1950～60年代）の人物像と実践を明らかに  

2.1 “「文化的な国家」の建設”という理念 

    ＊日本国憲法第 25条①「すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する」 

     ＊図書館法第 1条「国民の教育と文化の発展に寄与することを目的とする」 

 

 ① 中村地平（作家・宮崎県立図書館長） 館長在任期間：1947年～1957年 

    ＊「花と絵の図書館」づくり、館報「緑陰通信」刊行、「宮崎談話会」結成、文化講座の開設 

  

② 島尾敏雄（作家・鹿児島県立図書館奄美分館長） 館長在任期間：1958年～1975年 

     ＊貸出文庫、郷土研究会の再興による地域資料の収集・保存など 

 

 2.2 戦後における“市民図書館”の先駆け 

③ 渡辺進（高知市立市民図書館長） 館長在任期間：1952年～1971年 

    ＊ユネスコ協同図書館事業、自動車文庫、レコードコンサート等集会事業 

出版事業（「市民叢書」「市民新書」「しみん・しりーず」の発刊） 

 

3. おわりに：今後の学会活動におけるセミナーの位置づけ 

   ＊学会 H.P. 「オープンエデュケーション」としての公開検討 

 


